
音楽科（中）　第２学年　　本時の指導計画例（参考資料）
	題材名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	「曲の構成に注目しながら，曲想の変化を味わおう」
教材：交響曲第5番ハ短調第1楽章
	[bookmark: _GoBack]「交響曲第5番ハ短調第1楽章」の曲想と音楽の構造との関わりについて理解する。
	　（　１　/　２　）

	※評価規準において，【知】は知識・技能，【思】は思考・判断・表現，【態】は主体的に学習に取り組む態度　を表す。

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準と方法
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導入
	１　本題材の見通しをもち，曲に関心を持つ。
・第1主題を聴き，曲や作曲者について知っていることを述べ合う。
	・曲や作曲者について，生徒が知っていることを自由に述べ合うことで，これからの学習に対する関心を高められるようにする。
	
	　

	展
開
	２　第１主題を聴き，オーケストラで演奏されていることを知り，オーケストラの楽器を確認する。
３　作曲者について知る。
４　曲想と音色（オーケストラの響き），リズム，旋律，形式，構成との関わりについて理解する。
・動機に着目して第１・２主題を聴き，動機がどのように現れたかについて意見を述べ合う。
・第１・２主題の曲想と動機について，聴き取ったことや感じ取ったことをワークシートに記入する。
５　ソナタ形式について理解し，それぞれの曲想や気付いたことについてワークシートに記入し，意見交流する。
	・用語を覚えるだけの学習にならないよう，実感を伴って理解できるようにする。

・各主題の動機の特徴を確認する。
・楽器の音色や調性にも注目するよう促す。
・旋律の動きや調性に注目するよう促す。



・「ソナタ形式」について，教科書などを参照する。

	


【知】「交響曲第5番　ハ短調第1楽章」の曲想と音楽の構造との関わりについて理解している。［観察，ワークシート］
	②１人１台端末を利用して，演奏の様子や楽器の音色を映像や音で確かめられるようにする。



③ワークシートのメモを基に，
曲想や気付いたことについて意見を交流させる。


	ま
と
め
	６　「ソナタ形式」に着目して，第1楽章を通して鑑賞する。


	・第１楽章全体を通して鑑賞することで，ソナタ形式という構成の面白さに気付くことができるようにする。
	　
	　



※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。

